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(1) No.4：ガランダム工法 

No. 4 
技術名称 ガランダム工法 

社名 安藤ハザマ 
NETIS 登録番号 KT-100069-A 

公表先 山崎勉、酒本純一、堀井宏謙、道前大三、西正晃、宇高泰：コンクリー

ト再生材を利用したセメントベントナイト複合固化体の開発(その 1、2)、

日本建築学会大会学術講演梗概集、p.485－488、2007. 

参考 WEB ページ http://www.ad-hzm.co.jp/tr/kenchiku/base/base_02.html 
連絡先 安藤ハザマ 建築事業本部技術統括部技術部 山崎勉 

Tel.：03-6234-3698 E-mail：yamazaki.tsutomu@ad-hzm.co.jp 
1. 技術開発の背景・契機 

東日本大震災では大量の震災廃棄物が発生した。その中でコンクリートがれきは主に再生

路盤材として利用されているが、復旧工事用コンクリート骨材の供給が逼迫する中、コンク

リートがれきの有効利用方法が求められている。 
解体コンクリート塊を高強度の地盤材料として再利用する技術であるガランダム工法を

改良して、コンクリートがれきを大粒径のまま骨材として利用し、がれきの処理、再利用の

迅速化を図ることとした。 
2. 技術の内容 

基本となるガランダム工法は、コンクリート塊を粒径 40mm 以下に破砕し、水とベントナ

イトとセメントを混ぜたスラリと攪拌混合してコンクリート状の流動体を製造、打設し、圧

縮強度 5～10N/mm2 程度の高強度の地盤材料として利用する。 
この流動体と粒径 300mm 以下のコンクリート粗粒材を混合して打設することで、ベース

となる流動体と同等の強度で、かつ密実で隙間のない固化体を造成することができ、土構造

物のコア材、法尻補強、嵩上げ材、洗掘防止材、埋戻し補強材等として利用することができ

る。 
3. 技術の効果 

・コンクリートを用いないで、高強度の固化体を造成することができる。 
・コンクリート塊を発生現場で処理して再利用することができる。 
・地下水位以深に使用しても、骨材となるコンクリート塊からの重金属など微量成分の溶出

を環境基準以下に抑制することができる。 
4. 技術の適用範囲 

凍結融解作用を受けない地盤内において、地盤改良体と同等以上の耐久性を期待できる。

5. 活用実績 

国の機関 ０件、自治体  ０件、民 間  ２件（基本技術 1 件、粗粒材利用１件） 
 

3.2 地盤補強に関する新技術 
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 http://www.obayashi.co.jp/service_and_technology/related/tech081 

      
Tel. 03-5769-1062 E-mail muto.masumi@obayashi.co.jp 
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 http://www.kajima.co.jp/ 

http://www.chemicalgrout.co.jp/ 
   

Tel. 03-5575-0482 E-mail k-matsuno@chemicalgrout.co.jp 
 

 

0.5 8.5 0.5MN/m2 10MN/m2

 

 

 
50m  

 

3-13



3-14 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3-14



3-15 

 11 
 STEP  

 
 KT-040054-V 

 ( )  
 http://www.kumagaigumi.co.jp/press/2012/pr_130305_1.html 

 ( )   
Tel. 03-3235-8721 E-mail toshihiro.mori@ku.kumagaigumi.co.jp  
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 KT-060120-V  

 HP 
 http://www.penta-ocean.co.jp/index.html  

 ( )  
Tel. 03-3817-7608 E-mail Shunji.Obita@mail.penta-ocean.co.jp 
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 http://www.satokogyo.co.jp/technology/detail.php?id=150&parent_id=

26&category_id=41 
http://www.nilim.go.jp/lab/jbg/takuti/takuti.html 

     
TEL:046-270-3091 E-mail:nagao@satokogyo.co.jp 
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Tel. 045-814-7217 E-mail hiroyasu.ishii@sakura.taisei.co.jp 
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HR-000007-V 

No.365 2013.5 VOL54.No1&3,2013.1&3, 
48 (H25.7) 

http://www.ism-method.jp/ 
ISM  Tel 03-5811-3815 FAX:03-5615-7022 
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 SK-110016-A 

 2011
 

 http://www.toa-const.co.jp 
 ( )  

Tel. 03-6757-3861 E-mail y_oono@toa-const.co.jp 
 

Tel.:03-6757-3861   E-mail : balloongrout@ae.auone-net.jp 
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( ) 
 KK-990020-A 

  
 http://const.tokyu.com/index.html 

http://www.rrr-sys.gr.jp/ 
 ( )  

Tel. 03-5466-5322 E-mail shiranita.kazuhisa@tokyu-cnst.co.jp 
RRR  
Tel. 03-5368-4103 E-mail RRR@igi.co.jp 
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 SDP-N  

 
 KTK-100012-A 

 HP 
  

 ( )  
Tel. 03-6361-5462 E-mail kakutani-ryuji@toyo-const.co.jp 
SDP  

 

SDP-N(Static Densification Pile –New Method)
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 AWARD-Demi  

( ) 
  

 
 http://www.toda.co.jp/news/2011/20111013.html  

 ( ) 1  
Tel. 03-3535-1602 E-mail makoto.ukegawa@toda.co.jp 
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